
日本に暮らす海外ルーツの人達の医療アクセス
～多文化ソーシャルワーカーと通訳の立場から～

スピーカー：神田すみれ
（多文化ソーシャルワーカー、コミュニティ通訳者）

日時：2020年3月27日（金） 18:30～20:00
場所：名古屋市昭和生涯学習センター 第３集会室

〒466-0023 名古屋市昭和区石仏町1-48
（地下鉄「御器所」下車 2番出口南へ約300m又は3番出口南東へ約300m）

http://www.city.nagoya.jp/kyoiku/page/0000051930.html

BiPH第65回勉強会

【お問い合わせ＆お申し込み】
一般社団法人Bridges in Public Health事務局
〒467-0027 名古屋市瑞穂区田辺通1丁目２２－２
TEL：052-846-5878
Mail: biph-adm@umin.ac.jp
URL: http://plaza.umin.ac.jp/biph
FB: www.facebook.com/biph.adm

神田すみれさんのプロフィール：
15歳で単身渡米。現地の公立高校、サウスダコタ州立
大学を卒業後、台湾で日本語教師として2年間勤務。
帰国後の名古屋大学国際開発研究科在学中に国際連合
地域開発センター（UNCRD）インターンを経験。名古
屋大学国際開発研究科特任助教を経て、現在は、愛知
労働局外国人雇用管理アドバイザー、大学非常勤講師
(愛知県立大学、金城学院大学、中京大学、名古屋芸
術大学)、特定非営利活動法人東海外国人生活サポー
トセンター理事、名古屋国際センター外国人法律相談
英語・中国語通訳者、愛知県弁護士会登録通訳人を務
めている。

今回お招きする神田さんは、多文化ソーシャルワーカー兼コミュニ
ティ通訳者として、愛知県を拠点に海外ルーツの方々を支援してい
ます。
日本で暮らす外国ルーツの方々は増えています。たとえば名古屋
市によると、平成30年末現在の外国人住民数は前年末に比べ
5,000人近く増加したとのこと。そんな彼らがおかれている現状と課
題を医療アクセスの視点からとらえ、通訳者＆多文化ソーシャル
ワーカーとして保健医療関係者に望むことは何か、などをお話しいた
だきます。「みんなの健康」（well-being）を、日本で暮らすすべ
ての人も包括して達成していくためにやるべきことを、参加者の皆様
と一緒に考える時間にしましょう。
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